
また，新しい年度がはじまりま

したね．本誌を読んでいる方

で，４月から進学や異動で新しい研究・教育環境となった

方もいらっしゃるかと思います．また，同じ職場にいる方

でも，特に大学では新しい学生が入ってくるなど，新鮮な

雰囲気で研究が再スタートするのではないでしょうか．私

も研究室に新しい学生が入ってくることを楽しみにしてお

ります．私は現在の職場は今年度で４年目に成ります．今

回の職場は３つ目の職場です．最初の職場は創立されたば

かりの研究所で，今の職場は新たな専攻が設置されたとき

に移っています．これらの職場は，環境も変わりましたが，

職場そのものも新たな組織を作るということで，わくわく

感といいますか，期待感も高く，また楽しみや楽しさもあ

りました．もちろん，新しい職場に異動することにより，

施設が整っておらず，実験装置も一から構築しないといけ

ない，研究体制も整っていないなど苦労したところも当然

ありました．いずれにしろ，新たな研究環境に移られます

と大変苦労されることもあるかと思いますが，得るものも

多々あり，また楽しいことも多いでしょう．苦労する分，

楽しみも多いとも言えます．がんばってください．また，

同じ職場や研究環境にいる方々も今年度は新たな研究目標

を立てられたり，新たなプロジェクトを開始されたりする

方々もいらっしゃるでしょうし，今までの研究開発が継続

されている方でも今年度に更なる発展を目指して気持ちを

引き締めていらっしゃる方々も多いかと思います．新しい

年度で気持ちを新たにされている皆様方にもエールを送り

たいと思います．

さて，プラズマ・核融合学会誌４月号では，解説で古く

て新しい技術「パルス細線放電による超微粒子作製法」，小

特集では，核融合プラズマ中の不純物輸送等の物理研究で

用いられるトレーサー内蔵ペレット（TESPEL）を取り上げ

ています．今号も，多岐に渡るプラズマや核融合分野から

興味深いトピックスが掲載され，読者の皆様方も楽しまれ

たのではないでしょうか． （鈴木達也）
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